
１．はじめに

　本稿は，場所を表す名詞に下接する格助詞「に」，

「で」，「を」が日本語学習者によってどのように習得

されていくのかという点を中心に先行研究を整理し，

課題を明らかにすることを目的とするものである．

　日本語学習者は，外国人のための初級用日本語学習

教材において比較的早い段階に，「に」が人や物の存

在場所・到着点を，「で」が動作場所を，「を」が動作

の行われる場所であり起点・出発点を表すことを学習

する．これらを学習した後，日本語学習者には，人や

物の存在場所を表す「に」と動作場所を表す「で」の

混同による誤りが現れることが知られている．その後，

日本語学習者は日本語能力が中級レベルになっても，

「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」（顧1983）1）や「ク

ラスで2人韓国人がいる」（岡田・林田2007）2）のよ

うな誤りが見られる．日本語学習者の場所を表す名詞

に下接する格助詞「に」の習得が，どのような発達の

過程を経て進むのかを明らかにするためには，上記の

誤りが，日本語能力が初級レベルのときと同様に，人

や物の存在場所を表す「に」と動作場所を表す「で」

の混同によるのか，それとも異なる用法を表す「に」

と「で」の混同によるものなのかを明らかにする必要

があると考える．また，日本語能力が中級レベルの日

本語学習者に見られる，例えば「部屋でテレビを置い

たので狭くなった」，「中河原駅の前で歩道橋を作っ
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た」，「旅館の近くに散歩した」，「多摩川のそばで散歩

する」等のような誤り（鈴木1978）3）が見られなく

なるためには，日本語学習者が場所を表す名詞に下接

する格助詞「に」，「で」，「を」のどのような特徴を捉

えなければならないのか，格助詞「に」，「で」，「を」

の用法を整理する必要がある．

　本稿では，まず，場所を表す名詞に下接する格助詞

「に」，「で」，「を」を先行研究に基づき整理する．そ

の上で，「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」や「クラ

スで2人韓国人がいる」のような誤りが，どのような

用法の「に」と「で」の混同による可能性があるのか

を探り，今後の課題として示すことを目的とする．

２．場所を表す名詞に下接する格助詞「に」，「で」，

　　「を」

　日本語能力が中級レベルの日本語学習者が場所を表

す名詞に下接する格助詞「に」，「で」，「を」を正しく

用いることができるようになるために必要な特徴とは

どのようなものかを整理する．その際，伝統的な国語

学における格助詞の研究，生成日本語文法研究や格文

法に基づく格助詞の研究，認知言語学の観点による格

助詞の研究，意味論・統語論を援用した格助詞の研究

等を，なるべく年代順に概観し，必要となるものを取

りあげていくことにする．

（1）格助詞「に」，「で」，「を」

　「に」は，山田（1922）4）によると，体言に付属して，

それが静的目標であることを示し，また副詞等に付属

して用言の修飾格に立つことを明らかにするものであ

るという．「静的目標」とは，「を」の「動的目標」に

対するものである．「に」の大きな特徴としては，静

止的に位置を指示する（山田19224），此島19665），大

野19776），佐久間19837）等）ことである．そして，事

物・作用・状態についてその存在の場を示し（田中

1977）8），位格，位置を指定する（山崎20019），此島

19665），森田198910）等）．「に」は，尊敬表現の形式

として用いられる（松尾196911），西田197712），大野

198813）等）．「に」は，行為・動作・作用のいわば道

具立てを整えるものであり，一般に，間接目的あるい

は補語などとも呼ばれる（田中1977）8）．比較の基準

を示す場合や状態のあり方を示す用法では，形容詞・

形容動詞にもかかる（田中1977）8）．

　「で」は，山田（1922）4）によると，動詞に対して

はその作用の行われる場所または時，あるいはその作

用の方便，材料，原因，由縁などを示し，説明存在詞

およびこれに準ずるものに対しては，陳述の賓位を示

すものである．「で」は，元々は動詞が中心となって

表す事態にとっては付加的な存在であり，動作・作用

の道具立て，背景を整えその表現を支えるものである

（田中19778），間淵200014））．「で」は，それ以外・そ

れ以上ではない，それを対象範囲の限度とする意を表

す（森田1989）10）．動作主格の用法があり（西田

1977）12），「で」が受ける体言は普通複数を表す語で

ある（鈴木・林1985）15）．

　「を」は，山田（1922）4）によると，動詞に対して

その作用の影響を被る目標を示すものであり，動作の

影響を受ける対者を示すもの，いわゆる自動詞で使役

作用を作るとき，その使役を受けるもの，自己が移動

する作用に対してその行われる地点を示すものである．

「に」の「静的目標」に対し，「動的目標」である．橋

本（1969）16）では，「を」は常に用言に続き，その用

言に対する客語を示すと述べられている．客語とは，

橋本（1969）16）によると用言が動作（活動）を表し，

その動作が他のものに到り及んで，これを左右する場

合に，その動作を直接に受けているものを表す言葉で

あるという．

（2）場所を表す名詞に下接する格助詞「に」，「で」，「を」

の特徴

　表1は，日本語能力が中級レベルの日本語学習者が，

「に」を「で」や「を」と区別するために必要となる

場所を表す名詞に下接する格助詞「に」，「で」，「を」

の特徴を示したものである．

　表1から分かるように，日本語学習者は，「部屋で

テレビを置いたので狭くなった」，「9時に中河原駅で

集まった」（鈴木1978）3）に「に」を正しく用いるた

めには，動詞が表す移動性に着目しなければならない．

日本語学習者が，動詞が表す移動性に着目することが

できれば，「に」が「移動の到着点」を指す働き（國

廣1980）17）を身につけることができると考えられる．

　ところが，移動を表す動詞は，「に」だけではなく「を」

とも結びつく（寺村1982）18）．そのため，日本語学

習者は，「部屋でテレビを置いたので狭くなった」，を

正しく用いるために動詞が表す移動性に着目し，さら

に，「旅館の近くに散歩した」を正しく用いるためには，

「を」が運動を表す動詞と共起する名詞の距離または

空間の全範囲にわたって続けて一方向に向かって行わ

れることを示す（久野1973）19）ことを身につけなけ

ればならないだろう．他方，「多摩川のそばで散歩する」
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場所を表す

名詞に下接

する格助詞

「に」

・静的目標を示す．動詞に対しての目

標はその動作作用の出自または帰著す

る目標，動作作用の存在または落ち着

く場所を示し，形容詞に対しての目標

は場所，存在詞に対しての目標は存在

の場所を示す（山田 1922）4）．

・状態，存在の動詞と共に用いられる

ときは「場所」，移動動詞と共に用い

られるときは「移動の到着点」を指す

働きがある（國廣 1980）17）．

・存在文の基本的語順は「場所（Ｌ）に，

対象（Ａ）がある/いる」（久野 1973）19）．

・存在を表す表現においては，物理的

な空間と存在対象との結びつきを表

し，特定の集合における要素の有無を

表すという解釈がある（西山 200320），

金水 200621））．

・存在を表す「に」がその場所に定位

する，もしくは存在するという状態性

の表現で，「で」のような行為の場所

の限定意識がない（森田 1989）10）．

・移動を表す「入ル，着ク；泊マル類」，

「卒業スル，離レル」等を除く「出ル」

動きの動詞類，「通ル」動きの動詞類，

「行ク，来ル，帰ル，戻ル」，「入レル類」

と共に用いる（寺村 1982）18）．

・時所的定位，目標（ゆきつくところ），

拠点を示す（佐久間 1983）7）．

・「立っている」「行っている」等の存

在動詞の資格を持った動詞と共に用い

られると存在の結びつきを作り，「も

つ」「かりる」「かう」等の所有動詞と

共に用いられると所有物のありかを示

し，「みえる」等の認知活動を表す動

詞と共に用いられるとその状態のあり

方を示し，「できる」「はえる」等の出

現動詞，「つくる」「たてる」等の出現

性の意味を持つ生産動詞と共に用い

られる出現物のありかを示す（奥田

1983）22）．

・点的に限界点を明示化する．共起す

る移動動詞句は過程を表さない（北原

1998）23）．

場所を表す

名詞に下接

する格助詞

「で」

・動詞に対してはその作用の行われる

場所，あるいはその作用の方便，材料

等を示し，説明存在詞およびこれに準

ずるものに対しては，陳述の賓位を示

す（山田 1922）4）．

・デキゴトの存在場所を表す（定延

200424），山田 198125），松村 195726））．

・動作出来事の動詞すべてと広く結び

つき，出来事を包み込むより広い空間

を表す（寺村 1982）18）．

・確実に場所の「で」に包含される要

素は主格成分に限られる．主体のあ

りかを表示する（菅井 199727），浅山

200228））．

・動詞が必須的に要求しない項である

（仁田 199729），益岡 200030））．

・断定の助動詞「だ」の連用形である（大

野 198813），田中 19978））．

・動作が起こる場所を限定する（森田

198031），田中・松本 199732））．

・動詞文ではない文に現れ，限定を表

現する（間淵 2000）14）．

場所を表す

名詞に下接

する格助詞

「を」

・「動的目標」を示す．動作作用の影響

を被る目標を示すもので，その目標が

作用を受けているか，そうでなければ

その目標によって進み動くことを示す

（山田 1922）4）．

・運動を表す動詞と共起する名詞の距

離または空間の全範囲にわたって続け

て一方向に向かって行われることを示

す（久野 1973）19）．

・動作との結びつきの強い動作中心の

表現である（田中 1977）8）．

・移動を表す「出ル」類と「通ル」類

等と共起するが，到達点には「に」も

取るものもあり，「で」とも広く浅く

結びついている（寺村 1982）18）．

・「通ル」類と共に用いる名詞句は必

須的，「通ル」類の中でも「歩ク」類

と共に用いる名詞句は準必須的である

（寺村 198218），仁田 199729））．

・「経路」，「経由点」，「起点」を表す（奥

津・沼田・杉本 1986）33）．

・「経路」を表す「を」の用例は通過点・

移動経路・移動領域に分けられるが連

続的であり，通過点は他の用例に比べ

て客体化し易い（加藤 2006）34）．

表１．場所を表す名詞に下接する格助詞「に」，「で」，「を」の特徴
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を正しく用いるためには，「を」が動作との結びつき

の強い動作中心の表現（田中1977）8）であるのに対し，

「で」が単に動作が起こる場所を限定する作用（森田

198031），田中・松本1997）32）しか持たないことを身

につけなければならないことが分かる．

３．日本語学習者の場所を表す格助詞「に」の

　　習得における課題

　日本語学習者には，日本語能力が初級レベルのとき

に存在場所を表す「に」と動作の場所を表す「で」と

を混同することによる誤りが現れることが知られてい

る．「食堂にうどんを食べた」（久保田1994）35）や「家

でいる」（松田・斎藤1992）36）は，日本語能力が初級

レベルの日本語学習者の誤りである．日本語能力が向

上し中級レベルになっても現れる「あの喫茶店にコー

ヒーを飲もう」や「クラスで2人韓国人がいる」は，

初級レベルと同様に存在場所を表す「に」と動作の場

所を表す「で」との混同による誤りなのか，それとも，

初級レベルとは異なる用法の「に」と「で」の混同に

よる誤りであるのか．もしも中級レベルに見られる上

記の誤りが，初級レベルに見られる存在場所を表す

「に」と動作場所を表す「で」の混同による誤りとは

異なるものである可能性があるならば，それを仮説と

して立て検証することが今後の課題となる．

（1）到着点を表す「に」と動作場所を表す「で」の混

同による誤りの可能性

　顧（1983）1）は，「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」

のような誤用例を示し，中国語を母語とする日本語学

習者にとって「に」と「で」の2つの格助詞が中国語

の1つの介詞「在」にあたるため格助詞の習得が難し

いことを述べている．つまり，存在場所を表す「に」

と動作場所を表す「で」の混同があるということであ

る．他方，日本語能力が中級レベルの日本語学習者は，

「部屋でテレビを置いたので狭くなった」のように，

「に」を用いるべきところであっても，動詞の表す動

作や作用に引かれて「で」を用いることが報告されて

いる（鈴木1978）3）．このことから，「あの喫茶店に

コーヒーを飲もう」は，日本語学習者が「飲む」とい

う動詞を用いているにもかかわらず，「で」を用いな

かったのには何か理由があると考える．それは，日本

語学習者が「に」の「移動の到着点」を指す働き（國

廣1980）17）を身につけようとしているからではない

だろうか．

　日本語学習者は，上述したように，「に」と共に用

いる動詞が表す移動性に着目し，「移動の到着点」を

指す働き（國廣1980）17）を身につけなければならない．

その「に」は，何程か離れて視線の向かうところ，「め

あて」としての位置を占める趣きがある（佐久間

1983）7）という．「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」は，

「あの喫茶店」という何程か離れて視線の向かうとこ

ろを指しており，そこへの移動を前提としている表現

なのではないか．

　佐久間（1983）7）によると，「移動の到着点」を指

す働き（國廣1980）17）を示す「に」は，何程か離れ

て視線の向かうところ，「めあて」としての位置を占

める趣きがあり，ゆきつく場所，到着点，成り行く状

態，変成する（した）事態，～のために～をめざして

（目的），人をめあてにして，動作の向けられる相手，

物をめあてにして，動作の向けられる対象，動作の（影

響）の及ぶもの，使役命令の向けられる相手，何々さ

せられる人を示すのに用いられ，これらは目標，ある

いは「ゆきつくところ」を示すと言うことができると

いう．つまり，日本語学習者は「あの喫茶店」という

何程か離れて視線の向かうところを指すために「に」

を用いており，「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」と

いう文には移動を表す表現を用いることができなかっ

たものの，「あの喫茶店に行って（移動して）コーヒ

ーを飲もう」という文を頭の中に描いていることが推

測される．

　すなわち，日本語学習者が，「に」が示す時所的定

位（佐久間1983）7）を身につけようとして，存在場

所を表す「に」と動作場所を表す「で」を混同し，「食

堂にうどんを食べた」（久保田1994）35）のような「に」

を用い，また「いる」のような特定の動詞に着目し「に」

を過剰に用いる（蓮池2004）37）のも「に」が示す時

所的定位（佐久間1983）7）を身につけようとしてい

るためであると考えられ，一方，「に」と共に用いら

れる移動動詞が「移動の到着点」を指す働き（國廣

1980）17）を身につけようとして，「あの喫茶店にコー

ヒーを飲もう」のような「あの喫茶店」という何程か

離れて視線の向かうところを指すために「に」を用い，

また「入る」のような特定の動詞に着目し「に」を過

剰に用いる（蓮池2004）37）のも「移動の到着点」を

指す働き（國廣1980）17）を身につけようとしている

ためであると考えられる．

　そうだとすると，「あの喫茶店にコーヒーを飲もう」

は，存在場所を表す「に」と動作場所を表す「で」と

の混同ではなく，到着点を表す「に」と動作場所を表
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す「で」の混同によるものである可能性がある．この

点を検証することは，今後の課題となる．

（2）存在場所を表す「に」と範囲限定を表す「で」の

混同による誤りの可能性

　日本語能力が中級レベルの日本語学習者は，「に」

を用いるべきではないところに，「いる」等の特定の

動詞に着目し誤って「に」を多用してしまうことが報

告されている（蓮池2004）37）．「クラスで2人韓国人

がいる」は，「いる」が用いられているにもかかわらず，

「で」が用いられているので，上記のようなストラテ

ジーを用いたとは考えられない．また，3.（１）に述

べたように，日本語能力が中級レベルの日本語学習者

は「に」を用いるべきところであっても，動詞の表す

動作や作用に引かれ「で」を用いる（鈴木1978）3）．

だが，この文には「いる」が用いられているため，動

詞の表す意味によって「で」を用いたとも考えられな

い．

　このような文を用いる日本語学習者は，「で」の動

作が起こる場所を限定する作用（森田198031），田中・

松本199732））を身につけようとしているのではなか

ろうか．日本語学習者は，「で」を「に」や「を」と

区別するために，「で」の動作が起こる場所を限定す

る作用（森田198031），田中・松本199732））を身につ

けなければならないからである． 「で」が，動作が起

こる場所を限定する作用を持つのに対し，「に」は，そ

の場所に定位する，もしくは存在するという状態性の

表現で，「で」のような行為の場所の限定意識がない（森

田1989）10）．そして，「で」が単に，動作が起こる場

所を限定する作用（森田198031），田中・松本199732））

を持つのに対し，「を」は，動作との結びつきの強い

動作中心の表現である（田中1977）8）．

　ところが，存在を表す表現には，「絶対存在文」（西

山2003）20）であり，「特定の集合における要素の有無

を表す表現」（金水2006）21）があるという解釈がある．

そのため，「に」の「絶対存在文」（西山2003）19）で

あり，「特定の集合における要素の有無を表す表現」（金

水2006）21）と「で」の表す「限定」（森田198910），

田中・松本199732），間淵200014）等）とが，日本語学

習者にとって混乱の元になっているのではないかと考

える．

　久野（1973）19）は，存在文の基本的語順について

の 議 論 の 過 程 で， あ ら ゆ る 存 在 文 に は 場 所 辞

（locative）が不可欠であり，「米の嫌いなひとがいる」

という表面上，場所辞を欠く文であっても，「この世

のなかに」，「どこかに」あるいは「今話題となってい

る場所に」と解釈されるべき文法形式Ｌ（場所）が基

底構造において必要である，と主張している．それに

対し，西山（2003）20）では，「米の嫌いなひとがいる」

を言い替えた「この世のなかには，米の嫌いなひとが

いる」の「この世のなかには」を「米の嫌いなひと」

の指示対象が位置する場所辞と考えるならば，「米の

嫌いなひとがいる」が「場所存在文」の一種となるで

あろうが，実は「場所存在文」でもなく，「この世界

を構成するメンバーのなかには」という意味であって，

「絶対存在文」なのであると述べている．金水（2006）
21）においても，「子供が公園にいる」が「物理的な空

間と存在対象（主語の指示対象）との結びつきを表す

表現」であるのに対し，「授業中に寝ている学生がい

る/ある（寺村1982）18）」が「特定の集合における要

素の有無を表わす表現」であることが述べられている．

　すなわち，存在文には，「場所存在文」あるいは「物

理的な空間と存在対象（主語の指示対象）との結びつ

きを表す表現」と，「絶対存在文」あるいは「特定の

集合における要素の有無を表わす表現」とがある．こ

のような「に」の解釈があるために，日本語学習者は

以下のような「で」の「範囲・基準を定める限定の表

現」と混同してしまう．

　田中・松本（1997）32）は，「藤沢でこの店が一番う

まい」の「で」を「に」に置き換えることはできない

とし，「藤沢で」の部分を事柄の妥当範囲の設定に用

いることができるのは，「限定化の作用」が「で」に

本来的に備わっているためであると述べている．また，

例えば「京都に」とだけ言えば，「京都を対象指定し，

動詞的チャンクに差し向けよ」が意味づけられるだけ

であり，一方，「京都で」と言えば，「京都の領域内で

何かが起こる」までを含意し，動作が起こる場所を限

定する作用が働き，ここに両者の違いがあるとしてい

る．間淵（2000）14）においても，「日本でいちばん好

いところだ」の「日本で」は，「好いところだ」と判断・

決定する上での範囲・基準を定める「限定」の表現で

あり，「で」が動作や出来事を述べる動詞文に現れる

のではないという点で，他の「で」の用法と大きく異

なっていると述べている．

　「クラスに2人韓国人がいる」の「クラス」は，「場

所存在文」ではなく「クラスの学生」という特定の集

合における「韓国人」という要素の有無を表す「絶対

存在文」の解釈も成り立つ．そのため，日本語学習者

にとっては，「クラスで誰と仲がいい？」の「クラス」

が「クラスの学生」という集合体を指し，「誰と仲が
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いい？」と判断・決定する上での範囲・基準を定める

限定の表現と混同され易い．つまり，「クラスで2人

韓国人がいる」は上記の「クラスで誰と仲がいい？」

のような範囲限定を表す「で」と「絶対存在文」の解

釈をもつ「クラスに2人韓国人がいる」のような存在

場所を表す「に」の混同によるものであると考える．

　さらに，範囲・基準を定める限定の表現は，「大学

で誰と仲がいい？」のように，場所を表す名詞句が文

頭に置かれる．このことも，日本語学習者にとって，

「に」と「で」の混同を招き易い一因となってしまう

ことが推測される．存在文の基本的な語順は場所を表

す 名 詞 句 が 文 頭 に 置 か れ る（ 久 野197319）， 寺 村

198218）等）からである．そのため，構文的にも両者

の混同の起こり易いことが予想される．よって，これ

らを仮説とし検証することも今後の課題となる．
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